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オーラルフィジシャン診療所が目指す歯科医療の長期目標は 

・５歳児でカリエスフリー９０％以上を実現する 

・１２歳児でカリエスフリー９０％以上を実現する 

・２０歳成人でカリエスフリー９０％以上、歯周病のない状態を実現する 

・新たな齲蝕、歯周病の発症をコントロールし、７０歳時の平均欠損歯数を５歯以下にする 

と明記されています。 
この４つの項目のうち、３項目までは子供たちに対する歯科医療が対象です。 

ハードルの高い目標値では有りますが、この目標に真摯に向かってゆくことができなけれ

ば、日本の国民の疾患構造を変え、私たちが本来思い描いている歯科医療を実現すること

は難しくなるでしょう。 

開業以来、日吉歯科診療所で取り組んできた子供たちへの歯科医療を振り返りながら、「小

児歯科」「矯正歯科」の枠組みをはずし、「０歳から２０歳までの成長期に関わる歯科医療」

という新たな視点での歯科医療の現在と可能性について、データと症例を交えながら発表

したいと思います。 


